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市　章
上尾の「ア」の頭文字を鋭く描いて進展の
象徴とし、円形は円満、団結を表現したも
のです。
（昭和41年７月１日制定）

市の木【かし】
上尾に古くから見られる樹木です。防風林や防火林として、
また材質が硬いことから農具や大工道具などの材料として
も使われるなど、昔からわたしたちの生活に深くかかわり
のある樹木です。
（昭和53年７月15日制定）

市の花【つつじ】
かつて市内には山つつじが群生し、至る所
で見ることができました。毎年５月ごろに
上尾丸山公園などで、さまざまな種類の花
を美しく咲かせています。家庭園芸として
も人気が高く、広く愛されている花の一つ
です。
（昭和53年７月15日制定）

市民の木【あおき】
大きく成長し力強い、市の木「かし」に対して、身近な緑とし
てわたしたちになじみ深く、どこにでも植えることができる
「あおき」が市民の木です。環境の変化にも強く、冬には美
しく優しい赤い実を付けます。
（昭和53年７月15日制定）

●イメージマーク

「アッピー」
「AGEO」の頭文字「A」をモチーフとして、
両手で大きな｢マル｣を描いて、市民相互の
調和と触れ合いの輪がより大きく広がって
いく願いを込めています。

●ステートメント

「あなたに　げんきを　おくるまち」
上尾市のステートメント「あなたに　げんきを　おくるまち」は、“人をはぐくむ、緑を育てる、
環境を大切にする”ということを理念として、『私たち上尾に住み・集う人々、さらには緑や
水、生き物やそれらをはぐくむ大地までを含めた「あなた」が、いつまでも「げんき」で輝いて
いられるようなまち。快適で幸せな環境を、今と未来のあなたにも「おくり」届けられるまち。
そんなまちをみんなでつくりあげていこう』という気持ちを表したものです。
このステートメントを、これからの“上尾らしいまちづくりの合い言葉”として、さまざまな場
面でこだわりを持っていくとともに、広く内外に向けてアピールしていきます。

市 制 施 行 50 周 年 記 念
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On July 15, 2008, 
Ageo celebrated its 50th anniversary as a city.

Just as the smiles of our citizens will continue to shine brightly, we are now 
prepared to take our first steps into the future as we look forward to our 
next 50 years.

 

上
尾
市
民
憲
章 

【
昭
和
63
年
７
月
15
日
制
定
】

　

私
た
ち
上
尾
市
民
は
、
武
蔵
野
の
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
歴
史

と
伝
統
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
郷
土
に
誇
り
と
責
任
を
持
ち
、
人
間
性

あ
ふ
れ
た
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
き
ず
く
た
め
、
こ
こ
に
憲
章

を
定
め
ま
す
。

私
た
ち
は

一 

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

 

あ
た
た
か
い
上
尾
を
つ
く
り
ま
す
。

一 

体
を
き
た
え
、
活
気
あ
る
上
尾
を
つ
く
り
ま
す
。

一 

き
ま
り
を
守
り
、
美
し
い
上
尾
を
つ
く
り
ま
す
。

一 

仕
事
に
は
げ
み
、
豊
か
な
上
尾
を
つ
く
り
ま
す
。

一 

教
育
・
文
化
を
高
め
、
国
際
感
覚
を
養
い
、

 

未
来
を
ひ
ら
く
上
尾
を
つ
く
り
ま
す
。
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【
昭
和
51
年
５
月
２
日
宣
言
】

　

緑
豊
か
な
美
し
い
自
然
、
明
る
く
健
康
的
で
人
間
性
豊
か
な
ま

ち
は
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
私
た
ち
上
尾
市
民
は
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
と
体

を
た
く
ま
し
く
鍛
え
、
市
民
相
互
の
交
流
と
連
帯
感
を
育
み
、
創

造
的
で
人
間
性
あ
ふ
れ
る
上
尾
市
を
築
く
た
め
こ
こ
に
ス
ポ
ー
ツ

都
市
の
宣
言
を
し
ま
す
。

一 

す
べ
て
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

 

た
く
ま
し
い
心
と
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一 

す
べ
て
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
の
仲
間
を
つ
く
り
、

 

友
情
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

一 

す
べ
て
の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
生
活
に
と
り
い
れ
、

 

創
造
性
と
人
間
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を　

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

 

上
尾
市
非
核
平
和
都
市
宣
言 

【
昭
和
60
年
８
月
15
日
宣
言
】

　

世
界
の
恒
久
平
和
と
安
全
は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
な
お
、
多
く
の
核
兵
器
が
造
ら
れ
、
世
界
の
各
地

で
武
力
紛
争
や
戦
争
が
絶
え
な
い
。

　

わ
が
国
は
、
世
界
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
全
世
界
の
人
々
に

被
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
被
爆
の
苦
し
み
を
訴
え
、
再
び
こ
の
地
球
上

に
被
爆
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

「あなたにげんきをおくるまち」上尾市は、

平成20年７月15日

市制施行50周年
を迎えました。

もっと、ずっと、これからも
市民の笑顔が輝き続けるように、
次の50年を目指して
新たな一歩を踏み出しました。



 

上
尾
市
人
権
尊
重
都
市
宣
言 

【
平
成
７
年
10
月
３
日
宣
言
】

　

日
本
国
憲
法
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
基
本
的
人
権
を
保
障
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
現
実
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
障
害
の
あ
る
人
や
女
性
に
対
す
る
差
別
な
ど
、
基
本
的

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
上
尾
市
民
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
一
人
ひ
と

り
が
人
権
を
尊
重
し
合
い
自
由
と
平
等
に
あ
ふ
れ
た
平
和
で
明
る

い
社
会
を
築
く
た
め
、
こ
こ
に
上
尾
市
を
「
人
権
尊
重
都
市
」
と

し
て
宣
言
し
ま
す
。

一 

お
互
い
に
相
手
の
立
場
に
た
っ
て
考
え
、

 

思
い
や
り
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

一 

人
種
や
民
族
、
家
柄
、
地
位
、
学
歴
、
職
業
な
ど
に

 

こ
だ
わ
ら
な
い
人
間
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

一 

家
庭
や
地
域
、
学
校
、
職
場
な
ど

 

あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場
で
、
人
権
を
尊
重
す
る　
　
　
　

 

豊
か
な
心
を
も
っ
た
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

 

上
尾
市
子
ど
も
憲
章 

【
平
成
15
年
10
月
１
日
制
定
】

　

わ
た
し
た
ち
は
自
然
・
伝
統
・
文
化
を
大
切
に
し
、
豊
か
な
未

来
を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
、
こ
こ
に
「
上
尾
市
子
ど
も
憲
章
」

を
定
め
ま
す
。

ゆ
め 

 

夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
、
何
事
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
す
。

い
の
ち 

 

力
強
く
大
地
に
根
を
張
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
命
を
大
切
に

し
ま
す
。

思
い
や
り 

 

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、
ふ
れ
あ
い
の
輪

を
広
げ
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
生
命
の
尊
厳
を
深
く
認
識
し
、
わ
が
国
の
非
核
三

原
則
が
完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
す
べ
て
の
核
保
有
国
に

対
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
軍
備
縮
小
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
被
爆
40
周
年
に
際
し
、
上
尾
市
は
戦
争
の
な
い
、
住

み
よ
い
あ
す
の
世
界
を
願
い
、
こ
こ
に
「
非
核
平
和
都
市
」
の
宣

言
を
す
る
。



　

上
尾
市
は
、
平
成
20
年
７
月
15
日
、
市
制
施

行
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
荒
川
や
綾
瀬
川
の

河
川
、
原
市
沼
川
な
ど
の
水
辺
環
境
な
ど
、
良

好
で
美
し
い
里
山
的
自
然
景
観
が
残
さ
れ
て
い

る
本
市
は
、県
内
19
番
目
、全
国
５
１
３
番
目
の

市
と
し
て
産
声
を
上
げ
て
か
ら
半
世
紀
と
い
う

長
い
時
間
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
制
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
33
年
7
月
15
日

On the occasion 
of the publication of this pamphlet

Ageo is proud of its excellent condition as a city that has been able to maintain its 
beautiful natural landscapes and rural beauty throughout its first 50 years since receiving 
status as a city.

Compared to 1958, when our population was approximately 37,000, currently 
Ageo is home to 225,000 residents and is enjoying a rapid expansion as a municipal center 
of Saitama prefecture.

Our 50th Anniversary campaign slogan, “Ageo’s first 50 years, and a future in 
which there are as many smiles as there are flowers in bloom” is meant to imply a realiza-
tion of our goals as “a compassionate city administration offering tender loving care for 
everyone, from our children to our elderly residents”, and we are actively teaming up with 
local citizens in order to create our next 50 years of history.

It is our hope that this guide to our city will serve to introduce you to Ageo and 
what our city is all about.  We look forward to your understanding.

Shimamura Minoru, Mayor of Ageo
November, 2008

●
発
刊
に
当
た
っ
て

笑
顔
の
数
だ
け
花
咲
く
未
来 

あ
げ
お
50
年

Contents̶ 目 次 ̶

当
時
、３
万
７
千
人
余
で
あ
っ
た
人
口
は
現
在
、

22
万
５
千
人
を
超
え
、
埼
玉
県
の
中
枢
を
な
す

都
市
へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
半
世
紀
に
わ
た
る
上
尾
市
発
展
の

歴
史
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
誓
い
を
新
た
に

将
来
に
向
け
た
更
な
る
飛
躍
を
期
し
て「
笑
顔

の
数
だ
け
花
咲
く
未
来　

あ
げ
お
50
年
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に「
こ
ど
も
か
ら
お
と
し
よ

り
ま
で
す
べ
て
に
優
し
い　

思
い
や
り
市
政
」

の
実
現
を
目
指
し
、
市
民
と
と
も
に
次
の
50
年

の
歴
史
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
市
勢
要
覧
で
は
、
こ
れ
ま
で
半
世
紀
を

か
け
て
培
っ
て
き
た
上
尾
市
の
姿
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。ご
覧
い
た
だ
き
、市
政
に
対
す
る
新
た

な
発
見
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

平
成
20
年
11
月上

尾
市
長　

島
村 

穰

3 市制50周年特集
上尾の今・昔・未来未来
空から見た50年目の上尾

8 あげおっ子は、今日も元気です！

10 いきいき、あげおファミリー。

12 上尾で働く。／上尾から通勤。

14 わたしたち、熱中しています！

16 市長と話そう！
「歩んできた「歩んできた5050年と、と、

これからのこれからの5050年。」
20 夢をつなごう、

50年後の上尾へ。

22 上尾が輝
ひか

る
8つのキラリキラリ★

22 ★1　スピーディーで開かれた市政
23 ★2　市民との協働によるまちづくり
24 ★3　子育て世代への支援
25 ★4　次代を担う力の育成
26 ★5　生きがいと活躍の場づくり
27 ★6　健康と安心づくり
28 ★7　産業のまちづくり
29 ★8　快適な環境づくり

30 議会・行政

32 元気です！あげお50祭

●上尾市のあらまし
　上尾市は、首都東京から35ｋｍの距離にあり、埼玉県の南東部に位置しています。東は
伊奈町と蓮田市、南はさいたま市、西は川越市と川島町、北は桶川市と隣接しています。
　江戸時代には、五街道の一つである中山道の宿場町として栄え、近代では地理的条件
の良さから田園都市から工業都市、住宅都市へと大きく変ぼうを遂げました。「あなたに
げんきを　おくるまち」をスローガンに、新たな時代に向けたまちづくりに取り組んでい
ます。

● A brief sketch of Ageo
Ageo is located in the southeastern portion of Saitama prefecture at a longitude of 139º and latitude of 

35º.  The city has a total area of 45 km2.  Ageo is approximately 35 km north of metropolitan Tokyo.
This region prospered between the 17th and 19th centuries as a post station.  Recently it has undergone 

some major changes from a rural municipality to an industrial and residential city.  On January 1, 1955, 3 towns 
and 3 villages merged to form the town of Ageo, and on July 15, 1958, the city of Ageo was born.

From our city’s name, Ageo, comes the city’s slogan, “Anata ni GEnki wo Okuru machi (a city of vitality 
for all)”, with the meaning “Citizens and administration working hand in hand to create municipal vitality”.  Today 
we are working under these same principles to create a new era for our city.




